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研究成果の概要（和文）：　本研究は、本邦に暮らす高齢化のすすむ外国人女性のリプロダクティブヘルスに焦
点を当て、日本に暮らす外国人女性が各々のライフコースおいて実践してきた医療保健行動を明らかにする。特
に、「ニューカマー」と分類され、就労者として、日本人の妻として移住して20年以上が経過する、40代以降の
アジア（主にネパール、ベトナム）出身の女性たちについて焦点を当てた。
　その結果、リプロダクティブヘルスについては脆弱であった。それぞれの女性たちの在留背景の差異、および
持っている資源の差異により、多様な医療保健行動の実態が明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：  This research focuses on the reproductive health of aging foreign women 
living in Japan and clarifies the medical health behaviors practiced by foreign women living in 
Japan for each life course.In particular, we focused on women from Asia (mainly Nepal, Vietnam) 
since their 40s, who were classified as "Newcomers" and worked as migrants as Japanese wives for 
more than 20 years.
　As a result, reproductive health was vulnerable. Differences in the residence background of each 
woman and differences in the resources it has made reveal the diversity of health care behaviors.

研究分野：助産学

キーワード： リプロダクティブへルス　外国人女性
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

 日本における在留外国人数は、1980 年代

から概ね増加傾向にあり、男女比で見ると女

性がやや多く、年齢構成では生殖可能年齢が

多い。 

日本社会の急速な高齢化と同様に、在留外

国人の高齢化も進んでおり、特に女性の高齢

化は著しい。特に 1980 年代以降に日本へ移

住した「ニューカマー」と呼ばれる日系人や

日本人と結婚して暮らす人々は、日本に定住

してからすでに 20 年以上が経っており、高

齢化が進んでいる。加齢に伴い本国の頼るべ

き肉親との関係も希薄となり、日本での失職

や配偶者との離婚・死別など、益々、経済的

社会的基盤は脆弱になりつつある。 

 高齢化に伴い問題化しているのが、中高年

齢層のリプロダクティブヘルスである。女性

の多くが子宮や乳房関連の疾病、癌、更年期

障害等に悩まされる。厚生労働省による国民

生活基礎調査によれば、何らかの健康上の問

題症状を抱える者は女性の方が多くなって

いるものの、中高齢期の健康診断の受診率は

ジェンダーによって大きな開きがあること

が指摘されている（佐々木・波崎他 2006）。

更年期の女性の身体の不具合については、医

療化すべき問題として捉えられてはこなか

った文化的背景から、中高年齢の女性の身体

に医療的な介入が行われることを躊躇する

文化的土壌がある（ロック 2005）。 

外国人女性のリプロダクティブヘルス分

野の先行研究においては、「外国人女性」と

一括りにし、その視点は生殖年齢にある若年

層に注がれており、中高齢層の外国人女性の

リプロダクティブヘルスに関する研究はほ

とんど未着手のままの状況にある。もともと

女性の健康診断の受療率が低い上に、外国人

女性の場合、更に健康診断を受ける機会も十

分な治療を行う機会にも乏しいのが現状で

ある。 

 特に、女性たちは、経済基盤の脆弱性、且

つ、社会福祉や医療保健制度などの情報を十

分に得られないまま、年齢を重ねてきている。 

 

２．研究の目的 

本研究は、本邦に暮らす高齢化のすすむ外

国人女性のリプロダクティブヘルスに焦点

を当て、在日外国人女性が各々のライフコー

スにおいて、どのような医療保健行動を行っ

てきたのか、その医療保健行動の実践を明ら

かにすると共に、益々高齢化する女性達にと

って、安心して高齢期を過ごすことを可能に

するためには誰が何をするべきか、どのよう

な保健医療制度が必要かを明らかにするも

のである。特に、「ニューカマー」と分類さ

れ、就労者として、日本人の妻として移住し

て 20 年以上が経過する、高齢化の著しい、

アジア（主にネパール、ベトナム）出身の女

性たちに焦点をあてて、国際保健の構造的な

隙間にある国境を超えて移住する女性たち

のリプロダクティブヘルスサービスの向上

に向けて実践的な研究を行うことが本研究

の目的である。 

 

３．研究の方法 

（１）日本国内において、在日外国人女性向

け特に中高年齢の保健サービスの現状、及び

国や地方自治体の施策について、文献資料、

聞き取り調査より把握する。 

（２）80 年代～90 年代に来日した中高年齢 

（40歳代以上）の外国人女性（主にネパール、

ベトナム出身）を対象に、ライフコースと保

健医療行動に焦点を当てて、来日前、来日後

に分け、病歴やライフステージごとに直面し

た身体上の問題、健康診断の受診状況、医療

保健サービスの受療行動、自身で実施した民

間療法、家族や地域社会との関係、母国との

関係について、複数回にわたる半構造的イン

タビューを行った。また、日本語運用が困難

な対象には通訳者を介して行った。本研究に

おいては所属する大学の研究倫理審査にて



承認を受けている。 

 

４．研究成果 

（１）日本での在日外国人向けの政度・サー

ビスは、外国人集住地区を持つ自治体をはじ

め、多くの自治体が NPO や支援団体と協働

する形、あるいはそれぞれに情報やサービス

の提供を行っていた。しかし、それはいわゆ

る生殖年齢の女性増加が顕著であることを

背景に、リプロダクティブヘルスの中でも、

特に妊娠、出産、育児に焦点を当てているこ

とが文献や自治体資料から明らかとなった。

中高年の外国人女性向けの情報やサービス

については、介護保険サービスに関するもの

がわずかに見られた程度であった。言葉や社

会文化背景の違いから、介護保険サービスが

うまく利用できない、または溶け込めないと

いう課題も聞かれた。 

（２）80 年代～90 年代に来日した中高年齢 

（40歳代以上）の外国人女性（主にネパール、

ベトナム出身）を対象に、15 名の聞き取り調

査を複数回にわたり行った。調査データの分

析作業は現在進行中であり、データ入力、テ

ープおこし、コーディング、分析については

丁寧に作業する必要があり時間を要してい

る。現在も作業中であるが、現在までの分析

過程で浮かび上がってきた事柄を列挙する。 

 

①妊娠・出産・育児までは医療や地域とのつ

ながりがあったが、子供が成人となり家庭

を持ち、独り暮らしの高齢者が少なくなく、

医療や福祉への情報アクセスが脆弱であ

るだけでなく、自分の終末期をどう迎える

かという課題に直面している。 

②閉経前後の体調不良や不眠、更年期障害な

どについては医療機関への受診はほとん

どされず、民間薬や健康食品などで対処し

ている事例が見られる一方、生活保護受給

者の場合は、複数の病院や医院への通院を

経験し複数の薬剤を内服している。 

 これらから、日本の在留背景や、持ってい

る資源によって保健医療行動が特定されて

ることがわかる。 

③「労働者」として雇用されていた時期は健

康診断を受けていたが、不安定な就労生活

の後、そして中高年になってからの健康診

断をはじめとする保健医療サービスにつ

いてはアクセスも情報も脆弱である。 

④同郷コミュニティの中で懇意にしていた

友人や家族の成員が帰国する一方で、生活

困窮者を中心として日本に滞在すること

を余儀なくされている人たちがいる。 

⑤同郷のネットワーク、成人した子どもたち、

そして生活保護が生活のセーフティネッ

トになっていることが想定される。 

⑥日本に「難民」「労働者」「家族に同伴、あ

るいは家族呼び寄せ」で入国してから、「定

住者」となり、20 年以上経過した現在には、

ホームヘルパーや介護福祉士の資格取得

を目指すもの、ボランティアで高齢者の在

宅見守りや訪問相談を行い、同郷者への支

援活動をしているものの存在があった。 

 

以上のように、中高年の外国人女性へのリ

プロダクティブへルスに関する実態および

実践的課題の一端が浮かびあがったが、同時

に「在日外国人」と一括りにできないことが

顕在化した。特に永住者、ニューカマー、就

労や家族呼び寄せ等、在留背景に違いによっ

て、医療保健行動の実践には大きな差異があ

ることがわかる。 

現在進行中の分析をすすめて調査結果を

まとめ学会誌への投稿を準備する予定であ

る。 
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